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平成２２年第５回仙北市議会臨時会を招集いたしましたところ、

議員の皆様には、ご出席を賜り誠にありがとうございます。

はじめに、前回の定例会後の主なる事項、課題の現状など、順に

ご報告申し上げます。

◇豪雨災害の被害状況等について

７月に２度にわたって大きな豪雨災害が発生しました。

まず７月３日、午後２時３０分頃から３時５０分頃にかけて、角

館地区で集中豪雨（１時間最大降雨量６４．５ミリ）・落雷による

被害が発生しています。

被害状況については、住家・非住家浸水７棟、道路浸水２箇所、

倒木４箇所となっています。落雷で停電が２地区に起こった他、防

災無線設備等にも被害を受けましたが、各関係機関及び関係者と連

携し早期復旧に努めました。

次に７月３０日に発生した豪雨災害についてです。秋田地方気象

台は当時、仙北市全域に大雨洪水警報を発令していました。仙北市

では２９日深夜から３０日未明にかけて、また早朝にはゲリラ的な

豪雨となったことから、３０日８時３０分に「仙北市災害連絡室」

を設置。その後、１時間に約６０ミリの大雨を観測し、市内各地で

は土砂崩れ・住宅浸水・道路河川への被害が続出、被害規模が拡大

する恐れが生じたことから、「仙北市災害対策部」を立ち上げまし

た。午前１０時３０分から１２時３４分にかけ角館町山根地区一帯

をはじめ、田沢湖梅沢地区・角館町西長野古寺地区周辺・八割塩手

沢地区に避難勧告を発令しました。

避難勧告のうち、田沢湖梅沢、角館西長野古寺については、洪水

警報の解除や現場状況の把握により、３０日同日午後９時１０分に

解除しました。角館山根地区については、３１日、現地調査を繰り

返し、これ以上の崩落の進行はないと判断、午前９時３０分に解除

しました。八割塩手沢地区については、崩落の危険度が低くなった

と判断されたことから、８月３日の午前１０時４０分までに勧告を
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解除することができました。

８月３日現在での民生部門の被害状況は、床上浸水が２７棟、床

下浸水が１０４棟、非住家冠水が１８３棟です。

農林部関係は、８月２日現在で、農作物の被害が、水稲・大豆・

野菜・花き等で浸水、冠水、倒伏が１５，２５５ａ、農地農業用施

設の被害では、水田の土砂堆積や畦畔欠損が３９箇所、農道５箇所、

ため池１箇所、頭首工４箇所、水路１２箇所の計６１箇所、林業関

係では、林道被害が２０路線２６箇所、その他山腹崩壊等の治山施

設被害が４箇所となっています。

建設部関係では、道路冠水、側溝溢水、宅地冠水等が１２地区

１０路線、土砂崩れ７路線、路肩崩れ・路面洗掘４路線、一時通行

止め７路線、河川の氾濫２１河川、堤防の一部築堤崩れが１箇所、

また農道へ通じる橋が落ちるなど、多くの被害が発生しました。

緊急的に生活道路確保の応急対策を急いだ結果、一部片側通行も

残っていますが、現在は全線通行可能となっています。この後、復

旧対策のための予算措置が必要になります。どうかよろしくお願い

します。また県管理道路・河川については、仙北地域振興局建設部

との現場立ち会い確認等により、被災箇所の早期復旧をお願いして

います。

これら住宅被害や道路河川等の決壊、損壊に係る復旧工事は、各

関係機関と連携し、早期復旧に全力であたっています。３１日には、

国道４６号角館バイパス開通式で来市していた佐竹知事、加藤県建

設交通部長に被災地を視察いただき、直接要望も行いました。

また職員による復旧活動支援隊を組織、高齢者世帯等を中心にお困

りの方々の住家周辺清掃、消毒などを２日間にわたって実施しました。

現状では復旧支援が最優先課題ですが、これから対応が必要な多

くの問題も見えています。県に避難勧告の連絡が遅れたことは、悔

やまれてなりません。お詫びを申し上げるとともに、日常的な危機

管理意識のさらなる醸成が必要と強く感じます。

災害時や緊急時の情報伝達体制の再構築について、現在の取り組
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み状況などを報告します。

今回の災害では、市役所の電話が落雷で通信不能となりました。

情報の受発信ができなくなったことで、市役所機能が著しく減退し

たことは、本当に残念な事実です。市民の皆様に深くお詫びを申し

上げます。効率化と経費削減等で導入した集約型システムを見直し、

一刻も早くリスク分散による通信システムの再構築を模索します。

この他、災害時や緊急時の情報の連絡手法を複数検討し、一部

については既に試験運用を始めました。一つは職員が所持して

いる個人の携帯電話メールを活用した伝達手法です。これは第

一段階として管理職以上を対象にしました。災害発生時等の職員

への情報共有が進むものと期待をしています。

さらに一つは、移動通信事業社が開発した一斉送信サービスの導

入です。例えば仙北市など、一定エリアに所在する携帯電話に、

メールで災害警戒情報等を一斉送信できるシステムと聞きます。導

入を視野に研究を重ねたいと思います。

また、停電時や屋外で特に効果を発揮するラジオにも着目をして

います。コミュニティＦＭ局の開設なども今後検討します。

あらゆる手だてを講じ、市民への情報提供と安全確保に務めます。

なお、災害に関連する経費については、原則として緊急性の高い

ものは予備費で対応をさせていただきたいと思います。被害につい

ての調査、情報収集等を鋭意進めていますが、被害額・復旧費用等

がまとまるまでは、相応の時間を要する状況にあります。予算とし

ての執行緊急度が高いものは、必要に応じて専決処分での対応も考

えていますので、ご理解をお願いします。

◇まちづくり懇談会について

市民の皆様と話し合い、今後のまちづくりにご 意 見 等 を い た

だ く 「 ま ち づ く り 懇 談 会 」 を 、 ５ 月 に 引 き 続き、７月２２日・

２３日・２５日の３日間３地区で開催しました。

懇談会では、地域の課題や将来に向けた提言など多岐に渡る意見
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交換を行っています。出席者は少ない状況ですが、まちづくり懇談

会でお話をいただいた事項について、改善が目に見えるように行政

を運営することで、懇談会自体の価値を高め、市民生活に役立つま

ちづくり懇談会としたいと思います。今後も時間を確保し、各地区

で開催します。

◇広報編集委員会について

広報せんぼくを複眼視点で検証しながら、内容充実・向上を図る

ため、７月１日付けでデザインや編集等に精通した民間委員３名を

委嘱し、「仙北市広報編集委員会」を組織しました。委員の方々か

らは編集や取材など、発行作業にかかる助言、指導をいただいてい

ます。その成果が反映された広報が間もなく発行できると思ってい

ます。今後も市民に読んでいただける広報、読みたくなる広報づく

り等に取り組みます。

◇地域運営体の設置状況について

市民分権を進める主要政策と考える「地域運営体」の設立状況を

報告します。

田沢地域運営体は、今年４月に設立していますが、７月６日、最

初の事業として「農村喫茶店」がオープンしました。当面は田沢診

療所の診療日に開店し、利用者の語らいの場としての活用を見守り

たいと思います。

白岩地域運営体は８月１日に設立総会が開催され、具体的な事業

実施に向けて取り組みが始まりました。

今後の予定としては、桧木内地域運営体が８月２２日、神代地域

運営体が９月５日、それぞれ設立総会を予定しています。

また、西明寺地域運営体は、７月２７日に最初の設立準備委員会

が開催され、年内の設立に向けて協議を行っています。

他の４地域（生保内、角館、中川、雲沢）については、地域運営体

の趣旨を説明しながら、設立準備委員会等の設置を働き掛けています。
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◇みんなの庁舎検討委員会について

市役所のあり方について、調査検討する市民会議「みんなの庁舎

検討委員会」が、７月２５日に最初の会議が開催されました。

この市民会議は、「庁舎の役割」「庁舎に求められる機能」「庁舎

の位置」等について、総合的な見地から必要な事項を調査検討し、

今年度中に取りまとめることとしています。

◇明日の県立高校を考える市民会議について

「明日の県立高校を考える市民会議」は、４月２５日に最初の会

議が開催され、７月２５日の第６回市民会議で報告書がまとまり、

７月２７日に藤川浄之委員長から提出をいただきました。

平成１６年１２月に第五次秋田県高等学校総合整備計画後期計画

の素案が公表されてから５年半という長年の懸案事項であり、特に

「学校の統合等再編整備」については、市民会議でも一致した意見

とならず、複数案の併記となっています。

この報告書や市民会議で交わされた意見、さらには平成２１年２月

２５日の市議会県立高校統合問題調査特別委員会委員長報告、その

他の諸状況を勘案し、高校の在り方を方向付けさせていただきまし

た。仙北市としては、少子化に伴う両県立高校の小規模化を避け、

子どもたち自らが人生を切り開いていく知性と行動力を育んでいく

ために、豊富な出会いを提供し、多くの選択肢を最大限に準備でき

るとの視点から、角館高校・角館南高校を統合し、定時制独立校舎

を有する１校２校舎の形態による角館地区統合高校の設置を、秋田

県教育委員会に要望したいと考えています。

市がイメージする統合高校は、例えば「若杉キャンパス」と「こ

まくさキャンパス」の２校舎です。

全日制課程は仮称「若杉キャンパス」とします。１学年普通科７学

級で、国公立大学・難関私立大学や看護系学校への進学コースとビジ

ネス、ものづくり、語学、観光、芸能・芸術などの多様なコースを設

定のうえ、３年履修後のより高度な専門性も学べる２年専攻科の複数
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設置も要望します。

定時制課程は仮称「こまくさキャンパス」とします。この校舎を独

立校舎として設置し、ひきこもりや不登校生徒に対応できるフリース

クール的空間を備えた２部制（午後部・夜間部）、加えて単位制の

語学を履修するコースや社会人コースを設定するものです。

また、特別支援教育の県立大曲養護学校の児童生徒が、通学のた

めに長時間を費やしている現状を解消するため、こまくさキャンパ

スに小学部・中学部の分教室併設も要望したいと考えています。

なお、耐震不足や老朽化した施設は、学習環境の悪化や子供たち

の安心安全に関わることです。長い間、必要と言われていた冬期間

の運動部練習施設などと併せ、再編整備のスケジュールと切り離し、

一刻も早く対策を講じるよう強く要望します。

◇医療局について

先の６月定例議会でも述べた、市立病院事業における医療局の設

置は、今年度中に実現すべく準備を進めています。

医療局の機能・役割のイメージは、両病院を繋ぐ潤滑油であり、医療

環境や職場環境の整備充実をサポートしながら、医療事業経営、医師・

看護師等の医療従事者確保、角館総合病院改築事業を担うものです。

先ごろ２日に宮城県栗原市を訪問し、佐藤市長、小泉病院事業管

理者、伊藤医療局長から医療局設置のアドバイスや、留意事項など

を伺ってきました。

栗原市は、栗原中央病院・若柳病院・栗駒病院の３つの市立病院

を設置しています。また市長部局で運営している５つの診療所につ

いても、医療局が受託して運営しています。

医療局では、先端医療機器の導入や維持・管理部門のアウトソー

シング等の他、医療環境の整備、院内保育所や看護師宿舎の設置な

ど、職場環境の整備充実を行い、医師や看護師等の医療従事者の確

保や経営の効率化・健全化の業務を担っています。

今後、これらの事項を検証し、より実効性の高い医療局の設置を
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急ぎます。

◇秋田内陸縦貫鉄道株式会社株主総会について

既に新聞等で報道がありましたが、平成２１年度輸送人員につい

ては、ＪＲと連携した「東北ローカルパス」の効果などで前期よ

り１万１，５２７人増の４８万２，０６８人となりました。し か

し 、平成２４年度までの経営改善計画に掲げている経常損失額

２億円以内とした目標には届かず、平成２１年度の経常損益が２億

５，０９０万円の赤字となる決算が総会において承認されています。

こうした中にあって、関係機関が連携して取り組んでいる外国人

誘客事業等により、年間を通じて内陸線を利用する台湾や韓国人観

光客が増加傾向で推移するなど、関係者が一体となった取り組みが

功を奏しているほか、沿線の活性化を目指す「秋田内陸線沿線地域

エコミュージアム会議」が民間主導で設立されるなど、内陸線を軸と

した地域振興につながる動きが、点の状況から面的な広がりを見せて

きています。目標達成に向けた今後の事業効果に期待を寄せています。

◇仙北市と地域振興局との行政懇談会について

秋田県地域振興局と行政課題等について意見交換を行う「行政懇

談会」を、７月８日に開催しました。

本市からは、医師確保に対する支援、夢プラン応援事業の継続、

国道及び管内基幹県道の整備、県管理河川の整備促進、養護学校分

教室の設置や複式学級の解消など、新規・継続を含め１９項目につ

いての要望を行い、事業の方向性や取り組み状況について率直な意

見交換を行ったほか、本市の行政課題の一つである地域公共交通の

再構築について、また県からは市町村への権限委譲についてなど、

相互が抱える行政課題の解消に向けた意見交換を行っています。

◇山菜とりの遭難捜索について

山菜採りなどで、仙北警察署管内では９件の遭難が発生していま
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すが、うち１件の遭難者については残念ながら発見に至りませんで

した。今後も引き続き、各関係機関等への情報提供をお願いしてい

るところです。

◇消防訓練大会について

（財）秋田県消防協会大仙市仙北市美郷町支部主催の消防訓練大

会が、７月１７日大仙市雄物川運動公園を会場に開催されました。

大会には「小型ポンプ操法の部」「規律訓練の部」に、それぞれ

３チームが本市代表として出場しました。

その結果、小型ポンプ操法の部では第４分団の優勝をはじめ、準

優勝、６位入賞と素晴らしい成績を収めていただきました。また、

規律訓練の部でも第８分団が３位に入賞するなど、今回の消防訓練

大会は、本市消防団のレベルの高さを示すことができました。

なお９月２日に開催される秋田県消防操法大会では、小型ポンプ

操法の部で出場される第４分団の健闘を期待します。

◇集団検診について

特定健診・一般健診・大腸がん検診など集団検診を７月２３日か

ら実施しています。９月１７日までの長丁場となりますが、市民の

健康のために多くの方々から受診していただきたいと願っていま

す。大腸がんの研究事業も２年目に入り、現在「大腸がん撲滅キャ

ンペーン」を実施していますので、議員の皆様も啓発に特段のご協

力をお願いします。

◇保育園（所）の保留児童の解消について

先の６月定例会でもご指摘をいただいた保留児童の解消に向け、

臨時職員として保育士４名を採用、生保内・神代・角館の各保育園

に配置しました。これにより、新たに０歳児８人、１歳児２人、

２歳児２人が入園できます。また９月からは０歳児１人の追加を予

定しています。
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この結果、１３人の解消が図られますが、年度途中での入園希望

もあることから、保留児童数は４０人となっています。

今後も保留児童の解消については、保育士の確保はもとより、市

内の民間保育園や事業所内保育園との連携を深め、一人でも多く入

園できるよう努めます。

なお、保育園の今後のあり方については、これまで基礎的な検討を

進めてきていますが、年度内に一定の方向性を導き出すため、具体的

内容等、さらに一歩踏み込んだ検討に入ることにしています。

◇稲の生育状況について

春先の天候不順などで、稲の生育への影響が心配されましたが、

６月は好天が続き、生育の遅れは取り戻しています。７月に入って

からは夜温が高く、日照時間が少ないこと等から、草丈が非常に長

くなって倒伏に注意が必要となっています。

葉齢及び幼穂の発育から見た生育時期は、茎数が平年よりも少な

いものの、ほぼ平年並となっています。また、稲の生育が軟弱徒長

気味なことや、向こう１ヶ月の気温が平年並かやや高く、降水量に

もよりますが、今後、葉いもち病の多発も見込まれます。豪雨災害

の発生などもあったことから、今後ともＪＡ等の関係機関と防除活

動の啓発に努めます。

◇米戸別所得補償モデル対策について

本年度からスタートした戸別所得補償モデル対策について、６月

３０日をもって加入申請の受付が終了しましたが、７月末日現在の

加入状況は、対象となる農家２，１９５戸、法人７、集落営農組織

１５のうち農家２，０３１戸、法人７、集落営農組織１５の加入申

請があり、全体では９２．６％の加入率となっています。

今後、作付状況や出荷状況を確認のうえ、「米戸別所得補償モデ

ル事業」若しくは「水田利活用自給力向上事業」の対象となる場合

は、各農家等に交付対象面積が通知された後、交付申請の提出を経
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て、１２月から３月までの間に、交付金が支払われることになります。

◇仙北米のおみやげ販売について

総合産業研究所の商品開発により、７月２９日から市内の土産店

などを中心に、仙北市産米を“おみやげ”として販売しています。

これは全国から訪れる観光客の皆さんに「仙北米」のおいしさを知

っていただき、ひいては「仙北米」ファンとなって継続的な消費者

になってもらうことが目的です。

商品の形態は、ＪＡ秋田おばこの全面的な協力をいただき、米は

無洗米の処理をし、真空パック包装で、価格は特別栽培米が３００ｇ

（２合入り）３５０円、４５０ｇ（３合入り）４５０円、普通栽培

米が３００ｇ２８０円、４５０ｇ３６０円となっています。いずれ

もコンパクトで日持ちがし、手軽に購入できる価格としました。

◇新エネルギー関係について

新エネルギー関係への取り組みが、本市の将来にとって重要な分野

・戦略であるという認識のもと、広く高くアンテナを張っています。

先月は東京都墨田区と民間企業、大学などによる産学官連携での電気

自動車製作事例を視察してきました。ある町工場の代表は「大手メー

カーと電機自動車の開発や販売を競うものではなく、パーソナル需要

に如何に応えることができるか、それがまちづくりに有効かと言った

基準を大切にしている」と言っていました。仙北市に置き換えると、

障害者が安心して観光散策を行う一人乗りバッテリーカーの開発や、

風光明媚な山岳地帯にゼロエミッションのエコカーを走らせるなど、

人にも環境にも優しいまちづくりの夢を描くことができます。

今後も小規模・分散型エネルギー資源の持続的開発や各種研究調査、

モデル事業の導入について、取り組みを継続したいと考えています。

◇雇用状況について

仙北市における現在の雇用状況ですが、６月のハローワーク角館
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の有効求人倍率は０．３１倍で、前月比０．０５ポイント増、対前

年比では０．１３ポイントの増となりました。依然として水準は低

く厳しい雇用情勢です。

引き続き、緊急雇用創出対策基金事業の活用や、仙北市雇用創造

推進協議会による就職支援のセミナーの実施など求職者の支援に間

断なく取り組んでいきます。

また、中京地区や首都圏で開催される県の企業懇談会などへは積

極的に出席し、企業誘致に関する情報交換や情報収集を行っていま

す。また独自ルートでの企業訪問も引き続き展開します。

◇国道４６号角館バイパスについて

国道４６号角館バイパス第２期の開通式が７月３１日に関係各位

の出席のもと盛大に開催されました。

この開通により角館中心部の通過時間が短縮され、さらには渋滞

緩和により県内を巡る観光客の利便性にも効果が大きいと考えられ

ます。

また、開通に先がけて７月２４日には開通記念プレイベントとし

て「角館バイパスを歩く会」を主催しました。バイパスは自動車専

用道路で、今後は歩行者や自転車などが通行することができないた

め、４００人以上の市民が参加し楽しんでいただくことができました。

◇仙北市住宅リフォーム促進事業について

市民生活の向上と地域経済の活性化を図るため、本年度から実施し

ている「住宅リフォーム促進事業」の利用状況は、７月末現在で申込

件数が１２５件、補助総額が１，６００万円に上っております。

また、地元への直接的な経済波及効果は３億４千万円以上に上っ

ており、市内の工務店などの仕事や雇用の創出につながっているも

のと考えています。

また、施策目的の一つでもあります下水道等加入率の向上にも寄

与しています。
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市民からのこの事業への関心も高く好評であることから、今後も

申込の増加が見込まれますが、利用状況の推移をみながら期待に応

えていきたいと考えています。

今後は、災害対策としてのリフォーム事業拡大も検討します。

◇医療関係の職員確保について

市立角館総合病院では、平成２３年度職員募集として、平成２２年

６月１日から７月１６日までの期間、臨床検査技師、作業療法士

及び看護師の募集を行ないました。

その結果についてご報告しますが、臨床検査技師及び看護師につ

いては、それぞれ新卒者４名を含む６名の応募があったものの、作

業療法士については応募がありませんでした。

しかしながら、昨今の医療従事者の動向を勘案すると、数年前ま

でのような都市部における大規模病院等が医療従事者を抱え込むよ

うな状況は、幾分ですが改善傾向にあるものと推察されます。地域

の中小規模病院への応募者が増加傾向にあることは、医療従事者の

確保という観点からは望ましい傾向にあると考えます。

今後も医師を含めた医療従事者の確保を推進すべく、魅力ある病

院づくりのために、病院現場とともに努力していきます。

一方、市立田沢湖病院では、平成２３年度田沢湖病院職員（看護

師）について、平成２２年６月１４日から７月１４日の期間、募集

をしたところ１名の方から応募があり、７月２５日に作文と面接試

験を行ったところです。

田沢湖病院では、看護師不足が深刻化しており、入院患者の受け

入れが進まない要因ともなっているので、この後も随時募集を行って

いきます。

以上、各課題解決に向けた取り組み状況、諸般の報告などを申し

上げました。
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今臨時会でご審議をお願いする案件は、前回の第４回定例会にお

いて継続審査となりました「仙北市特別養護老人ホーム条例を廃止

する条例制定について」、「仙北市養護老人ホーム条例を廃止する

条例制定について」、「仙北市老人短期入所施設条例を廃止する条

例制定について」、「市有財産の無償譲渡について」の計４件です。

何卒、慎重審議の上、全議案につきまして、ご可決賜りますようお

願い申し上げます。
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